
なんと みらい ちゃん
（ふくみつ雪あかり祭りバージョン)

南砺市HP
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なんとくん（南砺市）フェイスブック　https://www.facebook.com/NantoCity

さきがけて 緑の里から 世界へ

 2 確定申告が始まります！
� 6� 市の広報媒体などに広告を掲載しませんか
� 7� コミュニティ（宝くじ）助成事業の活用事例を紹介します
� 8� 人事行政の運営状況を公表します
�15� 平成28年成人式�新成人代表に聞きました！

中１の｢わたし｣が
新成人の｢私｣に宛てた手紙に再会
福野地域の成人式会場に届いた過去の自分からの手紙
過去と現在がつながり未来へと踏み出す門出の時
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所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

◇�

事
業（
営
業
・
大
工
・
左
官
・
農
業
・
内
職
等
）を
し
て
い

る
方

◇
不
動
産
収
入（
地
代
・
家
賃
収
入
）の
あ
る
方

◇
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
方

◇
給
与
の
年
収
が
2
千
万
円
を
超
え
る
方

◇�

生
命
保
険
等
の
満
期
返
戻
金
や
解
約
金
が
一
定
額
以
上

あ
る
方

◇�

医
療
費
控
除
等
、各
種
控
除
を
加
え
る
事
に
よ
る
所
得

税
の
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方�

な
ど

住
民
税（
市・県
民
税
）の
申
告
が
必
要
な
方

◇�

平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、南
砺
市
に
居
住
し
27
年
中

に
以
下
の
所
得
等
が
あ
っ
た
方

　
⑴�

営
業
、地
代
、家
賃
、配
当
、農
業
、個
人
年
金
等
所
得

の
あ
っ
た
方

　
⑵�

給
与
所
得
の
あ
っ
た
方
で
、勤
務
先
か
ら
南
砺
市
へ

「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出
が
な
い
方

　
　（
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　
⑶�

年
末
調
整
済
の
給
与
所
得
者
で
20
万
円
以
下
の
給
与

以
外
の
所
得
が
あ
る
方
、控
除
内
容
に
変
更
・
追
加

の
あ
る
方

　
⑷�
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
4
0
0
万
円

以
下
の
年
金
所
得
者
で
20
万
円
以
下
の
公
的
年
金
等

以
外
の
所
得
が
あ
る
方
、控
除
内
容
に
変
更
・
追
加

の
あ
る
方

◇�

ど
な
た
に
も
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、平
成
27
年
中

に
所
得
の
無
か
っ
た
方

【
※
お
願
い
】

　
次
に
該
当
す
る
方
も
、国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉

関
係
の
各
種
料
金
算
定
・
軽
減
判
定
・
支
給
、所
得
課
税
証
明
発

行
の
大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、住
民
税（
市
・
県
民
税
）申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
平
成
27
年
中
に
収
入
が
無
か
っ
た
方

　
・
遺
族
年
金
、障
害
年
金
等
の
非
課
税
収
入
の
み
の
方

　
提
出
が
無
い
場
合
、税
務
諸
証
明
の
交
付
や
各
種
手
当
、申
請
手

続
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

◇
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
に
提
出
さ
れ
る
方

◇�

平
成
27
年
中
の
収
入
が
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
に
お

い
て
年
末
調
整
を
受
け
た
方

◇�

公
的
年
金
等（
国
民
年
金
、厚
生
年
金
、企
業
年
金
等
）の

収
入
の
み
の
方

◇�

平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、南
砺
市
内
に
住
所
が
あ
る

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

　
●
申
告
相
談
会
場
に
持
っ
て
く
る
も
の�

　

・
税
務
署
や
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
用
紙

・‌�

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、作
成
済
み
の
収

支
内
訳
書
、領
収
書
等
関
係
書
類

・
給
与
・
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票（
原
本
）

・
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書

・‌�

国
民
年
金
保
険
料
等
控
除
証
明
書
、社
会
保
険
関
係
領
収

書（
健
康
保
険
等
の
支
払
額
が
わ
か
る
も
の
）

・‌�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、医
療
費
の
領
収
書
及
び
診
療

費
等
や
保
険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
を
集
計
し
た
明

細
書（
人
、ま
た
は
病
院
ご
と
に
集
計
し
て
来
て
く
だ
さ
い
）

※�

疾
病
等
に
よ
り
お
お
む
ね
6
カ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態

の
方
の
お
む
つ
に
係
わ
る
費
用
に
つ
い
て
控
除
さ
れ
る

場
合
は
、お
む
つ
使
用
証
明
書
ま
た
は
主
治
医
意
見
書
確

認
通
知（
2
年
目
以
降
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・‌�

印
鑑（
新
規
で
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
告
者
本

人
の
金
融
機
関
届
出
印
）

平
成
27
年
分
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
、

平
成
28
年
度
市・県
民
税
申
告
が
始
ま
り
ま
す
！

事
業
の
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除
集
計
表
は
、作
成
し
て
申
告
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

市
内
8
カ
所
で
、4
・
5
ペ
ー
ジ
の
日
程
に
よ
り
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
、市・県
民
税
の
申
告
相
談・受
付
期
間
は
、2
月
16
日
㈫
～
3
月
15
日
㈫
で
す
。
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【
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
主
な
も
の
】

　‌
自
家
用
車
で
の
通
院
時
の
燃
料
代
、駐
車
場
代
・
疾
病
の
予

防
の
費
用
・
文
書
料
・
未
払
い
の
医
療
費
な
ど

●㊟
　
次
の
方
の
申
告
は
税
務
署
で
お
願
い
し
ま
す�

　

・‌‌

土
地
家
屋
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

・‌‌

平
成
27
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン
等
で
マ
イ
ホ
ー
ム
の

新
築
、購
入
、増
改
築
を
し
た
方
で
、還
付
申
告
を

さ
れ
る
方

・‌‌

税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
営
業
・
農
業
・

不
動
産
所
得
の
あ
る
方

・‌‌

上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
損
益
通
算
、繰
越

控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
方

・‌‌

青
色
申
告
書
、準
確
定
申
告
書
、過
年
度
の
確
定
申

告
書
を
提
出
さ
れ
る
方

・‌‌

そ
の
他
、特
殊
な
事
情
が
あ
る
方

※�

平
成
27
年
分
の
申
告
に
は
、個
人
番
号
の
記
載
お
よ
び
　

提
示
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

　
税
務
署
で
は
、確
定
申
告
会
場
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
申
告

さ
れ
た
方
や
ご
自
宅
等
で
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用

し
て
申
告
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、翌
年
以
降
、申
告
書
用
紙
の

送
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

（
注
１
）

　
翌
年
以
降
、確
定
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、申
告

書
用
紙
の
送
付
に
代
え
て
、申
告
書
の
作
成
に
必
要
な
情
報（
所

得
税
の
予
定
納
税
額
な
ど
）を
記
載
し
た「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、振
替
納
税
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
に
対
し
て
は
、

申
告
書
の
作
成
に
必
要
な
情
報（
所
得
税
の
予
定
納
税
額
な

ど
）を
記
載
し
た｢

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ｣

通
知
書
と
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
。

（
注
２
）

　「
確
定
申
告
書
」、「
決
算
書（
収
支
内
訳
書
）」、「
確
定
申
告

の
手
引
き
」な
ど
の
用
紙
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定

申
告
特
集
ペ
ー
ジ｣

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

に
、給
与
所
得
者
又
は
公
的
年
金
等
所
得
者
向
け
の「
給
与
・
年

金
画
面
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
方
で
も
、入
力・作
成
が
簡
単
に
行
え
ま
す
の
で
、是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

　
砺
波
税
務
署	

☎
㉝
1
0
7
3
（
代
表
）

　
税
務
課（
福
野
庁
舎
）	

☎
�
2
0
0
5

確
定
申
告
書
用
紙
は

�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

給
与・年
金
画
面
を

　
　
　ご
活
用
く
だ
さ
い
！

（
注
）‌公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
4
0
0
万

円
以
下
で
、か
つ
、公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
に

は
、所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（‌

詳
細
に
つ
い
て
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

復
興
特
別
所
得
税
の

計
算
を
お
忘
れ
な
く
！
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受付時間

午前9時～正午
午後1時～4時

平成27年分 確定申告　日程表（全地域）
月日 曜日 福野庁舎�

２階講堂
福光庁舎別館�
３階大ホール

井波総合文化センター
エイトホール

城端庁舎�
２階和室

井口行政センター�
１階相談室

平保健センター�
１階保健指導室

上平行政センター�
１階会議室

利賀行政センター
１階相談室

２６日 金【東部地区】�
松原
年代
百町

【東太美地区】�
土生新・殿

【南山見地区】�
院瀬見１区～４区
東城寺
清玄寺
連代寺
志観寺

千福
野口
国広

井口
上広安
池尻�
（２人受付体制）

平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

２月２９日 月【東部地区】�
苗島
焼野
福野軸屋
野新

【東太美地区】�
大西・土生

【山田地区】�
竹林

【南山見地区】�
谷・戸板
里領・川原崎
沖・南山見新

野田 宮後
久保
川上中�
（２人受付体制）

平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

１日 火【高瀬地区】�
三清西・森清
安清・江田
雨潜・野原

【山田地区】�
山田・赤坂
出村・縄蔵
天池・吉江野
大塚・梅野

休館日のため�
休み

金戸 池田・蛇喰
大野�
（２人受付体制） 平地域

全域
上平地域
全域

利賀地域
全域

２日 水【南部地区】�
広安
寺家

【吉江地区】�
田中・一日市
下野・小林
高宮

【山野地区】�
坪野東部
坪野中部
坪野西部
野能原

盛新
中尾
打尾 井口地域

全域
平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

３日 木【南部地区】�
石田
八塚

【吉江地区】�
荒木

【山野地区】�
山斐
岩屋東部
岩屋西部

大谷島
大鋸屋 井口地域

全域
平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

４日 金【南部地区】�
田屋
院林

【吉江地区】�
荒木町
角田町・角田
吉江中・遊部

【山野地区】�
飛騨屋
井波軸屋
清水明

瀬戸
林道 井口地域

全域
平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

７日 月【西部地区】�
布袋・森
三ツ屋・桐木
前田

【北山田地区】�
宗守・鍛治
徳成・利波河
東殿・高畠
神成・久戸

【山野地区】�
安室
高屋
専勝寺

理休

８日 火【西部地区】�
晩田・梅ヶ島
新邸

【北山田地区】�
在房・梅原 休館日のため�

休み
北野

９日 水【西部地区】�
下吉江
田尻

【太美山地区】【高瀬地区】�
神子畑
勧学院
大宮司

吉松
長楽寺

１０日 木【安居地区】�
上川崎・安居
七村滝寺

【南蟹谷地区】【高瀬地区】�
愛農・信農
三清東

泉沢�
次郎丸

１１日 金

南砺市
全地区

南砺市
全地区

南砺市
全地区 南砺市

全地区
１４日 月

１５日 火 休館日のため�
休み

※�申告相談は、どの会場でも出来ますが、混雑を避け
るため、なるべく地区を指定した日の会場で申告して
ください。また、土・日・祝日の受付は行いませんので
ご注意ください。

※�受付時間は、9：00～12：00、13：00～16：00です。

※�2月10日（水）～2月15日（月）にかけて上記日程に
より福野庁舎2階講堂、福光庁舎別館3階、井波
総合文化センター、および城端庁舎２階和室において
給与、年金所得者の還付申告者の申告を受付け
ます。

※�期間中の火曜日（2月16日・23日・３月１日・８日）は、
福野庁舎2階講堂会場のみ18：30まで受付時間
の延長を行います。

※�午前中は大変混雑が予想されますので、午後からの
ご利用をおすすめします。
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平成27年分 確定申告　日程表（全地域）
月日 曜日 福野庁舎�

２階講堂
福光庁舎別館�
３階大ホール

井波総合文化センター
エイトホール

城端庁舎�
２階和室

井口行政センター�
１階相談室

平保健センター�
１階保健指導室

上平行政センター�
１階会議室

利賀行政センター
１階相談室

２月１０日 水 福野地域�
（年金・給与
� のみの方）

福光地域�
（年金・給与
� のみの方）

井波地域�
（年金・給与
� のみの方）

城端地域�
（年金・給与
� のみの方）

※井口、平、上平および利賀会場の申告相談受付は
　２月１６日から３月４日までとなります。１２日 金

１５日 月

１６日 火【中部地区】�
御蔵町
上浦町
下浦町
四区町
松原本町

【福光地区】�
東町・観音町
中央通り
寺町・旭町
神田町

休館日のため�
休み

出丸
東下
西下
西新田
西上
東上

井口地域
全域

平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

１７日 水【中部地区】�
辰巳町
東横町
中横町
西横町
福野二日町

【福光地区】�
西町
栄町

八日町
上新町
中新町
下新町１区、
２区

大工町
東新田
新町
末広町
川島

井口地域
全域

平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

１８日 木【中部地区】�
上町・七ツ屋
南町
駅前通り
西新町
東新町

【福光地区】�
荒町・中荒町
五宝町・本町
宮脇町
天神町

下新町３区
山下
今町１区、２区

南町
野下
大宮野 井口地域

全域
平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

１９日 金【北部地区】�
野尻古村
野尻川原

【福光地区】�
味噌屋町
川原町
東新町
福光新町�
【広瀬舘地区】

今町３区、４区
栄町・末広町

蓑谷�
細野

井口地域
全域

平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

２２日 月【北部地区】�
本江・若竹町
上津・岩武新

【石黒地区】�
川西・法林寺
中ノ江・八幡
和泉・松木

木崎野町
北新町
東町
北川

信末
西明
東西原

井口地域
全域

平地域
全域

上平地域
全域

利賀地域
全域

２３日 火【北部地区】�
柴田屋

【石黒地区】�
岩木・岩安�
�
【広瀬地区】�
坂本・開発

休館日のため�
休み

是安
栄町 井口地域

全域

祖山・杉尾
渡原・大崩島
寿川・入谷
東中江・下出
高草嶺・夏焼

上平地域
全域

利賀中央地区�
口山地区�
百瀬地区

２４日 水【北部地区】�
二日町
高儀
長源寺
川除新

【広瀬地区】�
天神
竹内
小山
山本

六日町
松島
藤橋
三日町
畑方
山見町並
五領島
京願町

大窪・細木

井口地域
全域

上松尾
梨谷
小来栖
来栖
相倉
上梨
田向

成出・楮
真木・東赤尾
新屋・田下
菅沼
上平細島
小原・皆葎
葎島

上利賀地区

２５日 木【東部地区】�
高堀
上野
野尻野

【西太美地区】上山見
下山見

上見・上原
西原・南原
京塚・塔尾

井口地域
全域

中畑・見座
大島�
篭渡
下梨

猪谷・小瀬
漆谷�
下島
西赤尾町

利賀地域
全域
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�

掲
載
位
置�	

‌「
な
ん
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」最
終

ペ
ー
ジ
下
段
4
枠
、「
市
民
の
窓
」ペ
ー

ジ
下
段
2
枠
　
計
6
枠（
※
今
月
号

で
は
Ｐ
24
，25
が
該
当
ペ
ー
ジ
で
す
。）

�

サ
イ
ズ�	

縦
53㎜
×
横
89㎜

�

掲
載
料�	

月
額
2
0
，0
0
0
円
／
1
枠

U
R
L

：�http://w
w
w
.city.nanto.

toyam
a.jp/

�
掲
載
位
置� 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
側
8
枠

�

サ
イ
ズ� 
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横
1
6
0
ピ
ク
セ
ル

�

掲
載
料� 
月
額
1
2
，0
0
0
円
／
1
枠

�

掲
載
開
始�	
5
月
1
日（
日
）

�

掲
載
位
置�	

�

車
内
の
上
部
壁
面

�

サ
イ
ズ� 

①
縦
3
6
4㎜
×
横
5
1
5㎜（
B
3
サ
イ
ズ
）

	

②
縦
2
9
7㎜
×
横
4
2
0㎜（
A
3
サ
イ
ズ
）

�

掲
載
料� 

①・②
と
も
月
額
1
，5
0
0
円
／
1
枠

�

掲
載
期
間�	

�

月
単
位（
た
だ
し
2
カ
月
以
上
の
期
間
と
す
る
）

※�

広
告
は
事
業
者
側
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、継
続
申
し
込
み

の
場
合
、割
引
も
あ
り
ま
す
。

申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　
市
民
協
働
課�

広
報
係（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎

2
0
3
6

申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　
地
方
創
生
推
進
課�

交
通
政
策
係（
福
野
庁
舎
）　
☎

2
0
5
2

　市
で
は
、
財
源
の
確
保
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
の
広
報
媒
体
な
ど
に
広
告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
掲
載
枠
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
広
告
原
稿
は
事
業
者
側
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

広
告
掲
載
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。掲
載
希
望
月
の
前
々
月
15
日（
※
15
日
が
土・日・祝
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）ま
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。⇒

2
月
15
日（
月
）ま
で
に
ご
応
募
の
場
合
、書
類
等
に
不
備
が
な
け
れ
ば
4
月
号
か
ら
掲
載
可
能
で
す
。

※
3
カ
月
以
上
の
連
続
掲
載
の
場
合
、掲
載
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　（
割
引
率
：
3
カ
月
5
％
、4
～
6
カ
月
10
％
、7
～
9
カ
月
15
％
、10
～
12
カ
月
20
％
）

広
報
な
ん
と

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
発
行
部
数
1
9
，3
0
0
部
／
月
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
ア
ク
セ
ス
数
約
8
７
，0
0
0
件
／
月
）

な
ん
バ
ス（
市
営
バ
ス
）車
内
広
告

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

城
端
さ
く
ら
線
、福
野･

井
波･

井
口
循
環
線
、福
光･

福
野
循
環
線
、井
波
福
光
線

随
時

募
集
中
！

随
時

募
集
中
！

随
時

募
集
中
！

　
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
お
子
様
の
た
め
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

を
購
入
し
、ま
だ
補
助
金
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、平
成
28
年
3
月
31
日
が
申

請
期
限
と
な
り
ま
す
。お
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
制
度
概
要
】

　
6
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
た
め
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
場
合
、乳
幼
児

1
人
1
台
に
限
り
購
入
金
額（
税
抜
）の
1
/
3（
上
限
5
，0
0
0
円
）を
交
付
し

て
い
ま
す
。た
だ
し
、購
入
者
お
よ
び
乳
幼
児
が
市
内
在
住
で
購
入
日
か
ら
1
年
以

内
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に
出
生
さ
れ
た
お
子
様
に
つ
い
て
は
、出
生
祝

い
金
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

道
路
交
通
法
に
よ
り
6
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。安
全
の
た
め
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ 
こ
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係（
井
波
庁
舎
）
　☎

2
0
5
3

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
の

申
請
期
限
は
3
月
末
ま
で
！

市
の
広
報
媒
体
な
ど
に

 
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！
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問
い
合
わ
せ　
農
業
委
員
会
（
城
端
庁
舎
内
）�

☎

2
0
2
0

問
い
合
わ
せ

　地
方
創
生
推
進
課�

地
方
創
生
推
進
係（
福
野
庁
舎
）　
☎

2
0
0
2

南
山
見
自
治
振
興
会

　
井
波
地
域
の
南
山
見

自
治
振
興
会
で
は
、地
区

の
各
種
行
事
で
長
年
使

用
さ
れ
て
き
た
旧
小
学

校
の
ス
テ
ー
ジ
幕
、紅
白

幕
、放
送
機
器
を
新
調
。

38
年
間
に
わ
た
っ
て
続

け
ら
れ
て
い
る
地
区
文

化
祭
や
八
乙
女
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
活
用

さ
れ
、今
後
も
地
区
住
民

の
活
発
な
交
流
の
継
続
・

展
開
を
図
ら
れ
ま
す
。

南
町

　
城
端
地
域
の
南
町
町
内

会
で
は
、地
区
の
伝
統
行

事
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
よ

う
と
、獅
子
舞
衣
装
の
新

調
と
太
鼓
の
修
理
が
行
わ

れ
ま
し
た
。明
治
40
年
に

五
箇
山
と
の
交
流
の
中
で

教
わ
っ
た
こ
と
が
始
ま
り

と
さ
れ
る
こ
の
獅
子
舞
は
、

以
降
、青
年
会
を
中
心
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。1
0
0
年
以
上
続

く
伝
統
行
事
が
次
世
代
に
つ
な
が
れ
て
い
き
ま
す
。

東
町
町
内
会

　
福
光
地
域
の
東
町
町
内
会
で
は
、毎
年
4
月
の
宇
佐

八
幡
宮
祭
礼
に
端
唄
を
奏
で
な
が
ら
巡
行
す
る
、文
久

2
年（
1
8
6
2
年
）か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
庵
屋
台
の

修
繕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。華
や
か
さ
を
取
り
戻
し
た
姿

を
見
る
と
、か
つ
て
の
賑
わ
い
が
蘇
っ
て
く
る
よ
う
で

す
。伝
統
文
化

を
大
切
に
受
け

継
ぎ
、こ
の
行

事
を
通
じ
て
、

さ
ら
に
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

竹
林
地
区

　
福
光
地
域
の
竹
林
村
方

で
は
、獅
子
舞
の
衣
装
や
楽

器
等
の
小
道
具
を
新
調
さ

れ
ま
し
た
。1
3
8
年
の
歴

史
を
誇
る
獅
子
舞
は
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し

て
、生
活
の
中
に
溶
け
込
ん

で
お
り
、子
ど
も
た
ち
の
地

元
へ
の
愛
着
や
団
結
心
を

育
む
大
切
な
行
事
で
す
。地

域
の
つ
な
が
り
と
と
も
に
、

地
域
活
力
の
さ
ら
な
る
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
を
目
的
に
、宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」の
助
成
を
受
け
て
、平
成
27
年
度
に
公
民
館
設
備
の
整
備
や
獅
子
舞

等
の
祭
礼
用
備
品
の
整
備
を
行
っ
た
自
治
振
興
会
や
自
治
会
･
町
内
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
特
徴

特
徴
１
　
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金
で
す

　
自
分
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金
で
す
。

特
徴
２
　
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

　
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
で
も
、死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が
、死
亡
一
時
金
と

し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
徴
３
　
税
制
上
の
優
遇
措
置

　
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
。だ
か
ら
所
得
税

や
住
民
税
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。払
っ
た
保
険
料
の
15
～
30
％
程
度
の

節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特
徴
４
　
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

　
自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に
向
け
て
、保
険
料
は
月
2
万
円
か

ら
6
万
7
千
円
の
範
囲
内
で
、千
円
単
位
で
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。

特
徴
５
　
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　
認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を
備
え
た
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
、保
険
料（
月

2
万
円
）の
2
割
、3
割
、5
割
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。（
最
大
で
20
年
）

農
業
者
年
金

経
営
者
だ
け
で
な
く
夫
婦
や
親
子
で
そ
ろ
っ
て

加
入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
・
あ
な
た
の
老
後
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？

　
・
年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

　
・
農
業
者
年
金
は
、
あ
な
た
の
老
後
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

農
家
の
た
め
の

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業

�

（
宝
く
じ
助
成
）活
用
事
例
の
ご
紹
介
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（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口
（平成26年度末)

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ/Ａ

��（参考）
25年度の人件費率

26年度 53,582人 37,614,911千円 1,733,147千円 4,726,277千円 12.6％ 12.2％

（注）人件費とは、総務省財政状況調査における統計上の数値であり、職員に係る全ての経費を含んでいるものではありません。�

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）� � � � � � �

区　　分 職員数Ａ
給与費 一人当たり

給与費�B/A給　�料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ
26年度 587人 2,129,998千円 215,550千円 782,269千円 3,127,817千円 5,328千円

（注）　１　職員手当には退職手当を含みません。　２　職員数は、26年4月1日現在の人数です。（教育長を除く。）

（３）平均給料月額・平均年齢
区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

（注）�給与とは、給料（基本給）に諸手当（通勤手当、
時間外勤務手当など）を加えたものです。

一般行政職 328,733円 371,094円 44.8歳
技能労務職 288,999円 301,922円 50.8歳

人事行政の運営状況などを公表します　
　人事行政の運営における公正性・透明性を高めるため、職員の給与・諸手当・職員数などの	
実態を公表します。

（１）採用の状況 （単位：人）

区分 職区分 人数
市
長
部
局
等

一般行政職等 8 
福祉職（保育士等） 7 
技能労務職 0 

小　　計 15 

病
　
院

一般行政職等 1
医師 4 
看護師 18 
医療技術職 17 
技能労務職 0

小　　計 40 
計 55 

（２）退職の状況 （単位：人）

区分 職区分 26年度中 25年度中

市
長
部
局
等

定年退職 31 21 
勧奨退職 4 14 
その他（自己都合など） 11 13 

小　　計 46 48 

病
院

定年退職 4 3 
勧奨退職 1 4 
その他（自己都合など） 20 14 

小　　計 25 21 
計 71 69 

��１．職員の任免及び職員数に関する状況� （平成27年4月1日現在）　

��2．職員の給与の状況

（３）職員数の状況 （単位：人）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成27年 平成26年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

総務企画 112 112 0
税　 務 21 21 0
民　 生 212 218 △　6 組織の見直し
衛 生 32 31 1
商 工 16 18 △　2 組織の見直し
労 働 1 1 0
農林水産 37 40 △　3 組織の見直し
土 木 38 38 0
議 会 6 7 △　1

小 計 475 486 △ 11
教 育 部 門 83 102 △ 19
合 計 558 588 △ 30

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水 道 12 12 0
下 水 道 8 8 0
病 院 415 405 10 医療部門の充実強化
介 護 28 29 △　1
国 保 25 25 0
そ の 他 12 12 0
小 　 計 500 491 9

合 計 1,058 1,079 △ 21 住民基本台帳人口（H27.3.31）
1万人当たり職員数197人
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（４）職員の学歴別初任給及び平均給料月額の状況

区　　分 初任給 経　験　年　数
10年 15年 20年

一般行政職
大　学　卒 174,200 円 239,200 円 287,233 円 323,073 円
高　校　卒 142,100 円 ̶　　円 ̶　　円 286,000 円

技能労務職
高　校　卒 139,500 円 ̶　　円 ̶　　円 ̶　　円
中　学　卒 127,700 円 ̶　　円 ̶　　円 ̶　　円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は採用後の年数を指します。

（５）一般行政職の級別職員数の状況
区分 標準的な職務内容 平成27年職員数 構成比 平成26年職員数 構成比 増減数
1級 主 事、 技 師 36人 9.8％ 33人 8.6％ 3人
2級 主 事、 技 師 18人 4.9％ 17人 4.4％ 1人
3級 係 長、 主 任 129人 35.1％ 147人 38.3％ △ 18人
4級 課 長 補 佐 90人 24.5％ 88人 22.9％ 2人
5級 主 幹 41人 11.2％ 41人 10.7％ 0人
6級 次 長、 課 長 45人 12.3％ 50人 13.0％ △ 5人
7級 部 長 8人 2.2％ 8人 2.1％ 0人

 合　計 367人 100.0％ 384人 100.0％ △ 17人
（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（６）ラスパイレス指数の状況

（７）職員手当
①�期末手当・勤勉手当

期末手当 2.60月分
勤勉手当 1.5月分

職務上の等級による加算措置あり（5～15%）
（注）支給月数は、国に準じて毎年見直しを行っています。

②�退職手当
（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分

　その他の加算措置　定年前早期退職特例措置 
　　　　　　　　　　（2～20%加算）
　（退職時特別昇給　無）
（注）�退職手当の支給率は、国に準じて段階的に引き下げ

を行っています。

③�特殊勤務手当（26年度決算）
支給実績 199,156千円
支給職員１人当たり平均支給年額 441,588円
職員全体に占める手当支給職員
の割合 43％

手当の種類（手当数） 9
税務手当、防疫等作業等手当、用地交渉等手当、
医師業務手当、医師研究業務手当、病院等の業務
手当、夜間看護手当、早朝調理業務手当、緊急呼
出業務手当

④�時間外勤務手当
区　　　分 支給総額 職員1人当たり
26年度決算 107,933千円 102千円　　
25年度決算 95,393千円 88千円　　

⑤�その他の手当�
手　当　名 内容及び支給単価

扶 養 手 当

配偶者 月額 13,000円
配偶者以外の扶養親族
　・１人目　1人につき 月額 6,500円
　　　　　ただし、配偶者がいない場合 月額 11,000円
　・２人目以降　1人につき 月額 6,500円
満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子がいる
場合の加算額 １人につき 月額 5,000円

住 居 手 当 家賃等の額に応じて支給（月額） 最高  27,000円

通 勤 手 当

交通機関利用者
　運賃等の額に応じ
　　・定期券と回数券のうち安価の方の額
　　・定期券は、6月以内の最も長い期間のものの額
　　・最高月額　55,000円
　自動車等使用者
　　　通勤距離に応じ　月額 2,600円～35,000円

管理職手当 管理又は監督の地位にある職員に当該職の区分に応じて
14,800円～66,400円を支給。

寒冷地手当
平、上平、利賀地域に居住
する職員（毎月11月から
3月の期間に支給）

・世帯主である職員
　扶養親族有 月額17,800円
　扶養親族無 月額10,200円
・その他職員 月額  7,360円

⑥�特別職等の給料・報酬
区　　分 月額（円） 期末手当

給
料

市 長 890,000

 6月期1.475月分   　
12月期1.625月分   　

副 市 長 720,000
教 育 長 620,000

報
酬

議 長 460,000 
副 議 長 410,000 
議 員 380,000 

▽問い合わせ　総務課 人事係（福野庁舎）　☎ 2003

区分 平成26年 平成25年 （富山県市町村
平均平成26年）

一般行政職 93.7 100.7（93.0） 97.7

注1）��ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした
場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

注2）��平成25年ラスパイレス指数中（　）内の数値は、国家公務員の
時限的な給与改定特例法による措置がないとした場合の値です。
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問い合わせ 　エコビレッジ推進課（福野庁舎）　☎2050

「新成人の皆さんへ」　
　今年も５60人の新成人が誕生した。新成人の皆さんにはこれまで育てて
もらったご家族、地域の皆さんに祝福され、さらに大人の自覚を持って自らの
人生を考えてほしいと思う。出来ることなら生まれ育った地域やご家族のた
めに何か行動を起こしてほしい。離れていても出来る事は必ずあるはずだ。
　成人式といえば最近全国で一部の若者が暴徒化したり、奇声をあげたり
といった話題ばかりが目立つ。ほんの一部の輩が全国の立派な新成人の

代表のように思われるのは腹立たしい。私たちも本来の成人式の意味をもう一度考える時が来てるのではない
かと思う。南砺市の式はそれぞれの地域で行っている。（昨年から平、上平地域は同一開催となったが）その分
同窓会のような雰囲気で、地域への想いを伝える場となり、ご家族と地域の皆さんに総出で祝ってもらう形がで
きている。行政の思いだけで一箇所会場での開催にも賛否はあるが、どこの都市もやっている画一的な式にな
るよりは、それぞれ地域独特の形がある方が良いのではないかとさえ最近思うのである。
　それはそうと、今年も南砺市の新成人の皆さんは大変立派で私は誇らしく思った。これからの人生様々な困
難もあるかと思うが南砺市に生まれ育ったことを誇りに思って人生を積み重ねてもらいたい。そこには私たち大
人も彼らに繋ぐ未来への覚悟も必要なのだが。。。

田中市長の

エコビレッジ
コラム

「小水力発電アイデアコンテスト」について
　南砺市南山田及び東太美地区において小水力発電アイデアコンテス
トが開催されます。これは、東海北陸地方の7工業高等専門学校（富
山、金沢、福井、岐阜、豊田、鳥羽、鈴鹿）の学生が小水力発電装置の設

計・製作・設置に取り組み、その技術力やアイデアを競うものです。
　各校の学生は、昨年6月に市内で開催された合宿において、綿密な現地調査や地域住民
との意見交換を行い、上原（富山・金沢・福井）、土生（岐阜）、野口（鈴鹿）、土生新立美
（鳥羽）、殿（豊田）に発電装置を設置することを決めました。
　3月21日(月・祝)には、各地域にて製作した小水力発電装置を設置し、１年かけて取り組
んだ成果を披露する発表会がじょうはな座で開催されます。この発表会はどなたでも参加
でき、投票にて審査に参加していだきます。地域の皆さんや興味のある方々のご参加をお待ちしております！

　
育
児
に
積
極
的
に
参
加
し
、家
族
の
健
康
を
考
え
ら
れ
る

素
敵
な『
イ
ク
メ
ン
』を
応
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
妊
娠・出
産・育
児
を
行
う
お
母
さ
ん
を
支
え
る
た
め
に
は
、

お
父
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
！

　
何
に
も
代
え
が
た
い
子
育
て
の
貴
重
な
時
間
を
夫
婦
で
満
喫

す
る
た
め
に
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】	

妊
婦
さ
ん
、妊
婦
さ
ん
の
夫

【
日

　時
】	

2
月
21
日（
日
）

	

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分（
受
付
9
時
15
分
～
）

【
場

　所
】	

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
き
ら
き
ら
」

	

（
山
見
2
0
0
0
-1
4
）　

	

※
認
定
こ
ど
も
園
井
波
に
じ
い
ろ
保
育
園
内

【
内
　容
】	

①�

保
健
師・助
産
師・管
理
栄
養
士
の
お
話

	

　（
妊
婦
の
心
身
の
変
化・夫
婦
で
子
育
て
に
つ
い
て
）

	

②
妊
婦
体
験

	

③
育
児
パ
パ
、子
ど
も
の
見
学

	

④
先
輩
パ
パ・マ
マ
と
の
座
談
会

【
持
ち
物
】	

イ
ク
メ
ン
ビ
ギ
ナ
ー
必
携
ノ
ー
ト

	

な
ん
と
☆
す
こ
や
か
フ
ァ
イ
ル

	

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す

	

　
お
持
ち
で
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　

福
光
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎

1
7
6
7

　�

イ
ク
メ
ン�

 

応
援
セ
ミ
ナ
ー�

予約制
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●�作り方
①   にらは3cmの長さに切る。トマトは

皮を湯むきしてへたを取り 一口大
に切る。

②   卵をボウルに溶きほぐし、塩 、
こしょうを振り入れて混ぜる。

③   フライパンにサラダ油大さじ1を
熱し、にらを強火でさっと炒めて
取り出す。

④   ③のフライパンにサラダ油大さ
じ1を足し、トマトを強火でサッと
炒め、溶き卵を加えて大きく混ぜながらふんわりと半熟
状にする。その中ににらを戻して酒としょうゆを加え、手早く混ぜ合わせる。

☞食育推進のポイント④減塩－3
　青年期や成人期は外食が増えたり、手間のかからない総菜やインスタント
食品に頼りがちになります。家庭でも外食でも次の減塩のポイントに気をつ
け、生活習慣病予防や改善を心がけましょう！
・汁物は具だくさんにする　　・麺類は汁を残す　・調味料はかけるよりもつける
・香味野菜、香辛料を活用する　・酸味を利用する

食生活改善推進協議会栄養部会　小澤 喜代子さん

にら卵トマト

● 材  料（4人分）
にら ………1束（100ｇ）
トマト（中） ……… 3個
卵………………… 4個

塩、こしょう …… 各少々
サラダ油 ………大さじ2
酒、しょうゆ …各大さじ1

　12月に1年ぶりにアメリカへ帰国しました。
家族や親戚をはじめ、大勢の高校・大学時代
の友達との再会。ベーグル、サンドイッチ、ピザ
など日本のものとは違う本物の味を久しぶり
に食べることもでき、大いにアメリカを満喫し
ました。
　海外に長く住むと、帰国の際に「逆カル
チャーショック」を経験すると言われます。異国
の生活習慣に慣れることで、母国の習慣や環境
を逆に新しく感じるというもので、今回は今まで
で最も長期間離れてからの帰国だったことも
あり、一番強くカルチャーショックを感じました。左ハンドルや右車線での運転、一日中
の英語使用、接客対応など、しばらくは何でも本当に新鮮に感じました。
　初めて日本に住んでみて、最初は慣れないことがたくさんありました。なのでアメリカ
に帰ればとても落ち着くだろうと思い、ワクワクした気分で帰国したのですが、「やっと

帰った！」と同時に「あれ？アメリカってこんな感じだったっけ？」と感じました。不思議に思いつつ、アメリカで新鮮に感じる
この気持ちは、日本に馴染んできた証でもあり、嬉しいことです。

Ⅴ私の　
南砺市
滞在記●

南砺市国際交流員

�G
芸武(ゲイブ)

abe �B
ベッカーマン

eckerman

～�一時帰国：
逆カルチャーショック�～

食育キャラクター

ほたるいか博士 しゃもじい

～朝食メニュー
� のご紹介～

!!育応援食

大好物であるアメリカのベーグル

【一人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量
160kcal 7.5g 11.4g 6.0g 0.8g

　
南
砺
市
と
金
沢
市
、
互
い

に
深
い
縁
で
結
ば
れ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
両
市
民

の
新
た
な
出
会
い
と
末
永
い

交
流
の
場
を
提
供
す
る
た

め
、
今
年
も
「
金
沢
・
南
砺

ゆ
か
り
の
集
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
両
市
の
交
流
の
絆
を

深
め
る
こ
の
集
い
、
多
く
の

方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

・
日
　
時	

2
月
11
日（
木・祝
）

	

正
午
か
ら
午
後
2
時
30
分

・
場
　
所	

金
沢
東
急
ホ
テ
ル
5
階

 

「The B
all R

oom

」

・
参
加
費	

6
，0
0
0
円

	

（
金
沢・南
砺
医
王
会
員
の
方
は
5
，0
0
0
円
）

　
　
　
　
　
※
バ
ス
の
送
迎
費・飲
食
代
含
む

・
対
象
者	

両
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
民

・
内
　
容

　
　
講
演
会（
講
師
：
鈴
木
大
拙
館
館
長 

木
村
宣
彰 

先
生
）

　
　
交
流
会（
南
砺
手
打
ち
そ
ば
試
食
、抽
選
会
ほ
か
）

・
申
込
期
限　
2
月
5
日（
金
）必
着

申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　

金
沢・南
砺
医
王
会
事
務
局
　
有
限
会
社
ア
イ
ム
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
☎
0
7
6
-2
4
5
-2
0
5
0
　

0
7
6
-2
4
5
-3
7
3
6

　E-m
ail:i.m

-2050@
poem

.ocn.ne.jp

　
※
参
加
希
望
者
に
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

金
沢・南
砺
交
流
事
業

「
金
沢・南
砺
ゆ
か
り
の
集
い 

Part 

24
」 

 

参
加
者
募
集
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城
端
地
域
で
市
道
東
上
理
休
線
池

川
橋
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、地
元
住

民
や
県
・
国
の
関
係
者
な
ど
約
1
0
0

名
が
参
加
し
て
開
通
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。平
成
20
年
7
月
28
日
の
集
中

豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
池

川
で
は
、平
成
21
年
度
か
ら
山
田
川
と

の
合
流
地
点
か
ら
上
流
側
に
向
っ
て
約

6
0
0
m
の
区
間
で
川
幅
を
広
げ
る
改

修
工
事
に
着
手
。あ
わ
せ
て
池
川
橋
の

改
修
工
事
も
進
め
ら
れ
、こ
の
た
び
橋

長
24
・
5
m
、有
効
幅
員
は
以
前
よ
り
も

1
・
5
m
広
い
7
・
0
m
の
立
派
な
橋

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
開
通
式
で
は
、城
端
地
域
自
治
振
興

会
連
合
会
の
松
本
久
介
会
長
が
あ
い
さ

つ
。砺
波
土
木
セ
ン
タ
ー
の
武
蔵
正
信
所

長
と
田
中
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
、テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
続
い
て
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、

真
新
し
い
池
川
橋
か
ら
の
素
晴
ら
し
い

眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
、豪
雨
災
害
か
ら

の
復
旧
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
橋
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　
福
野
庁
舎
講
堂
で「
一
般
財
団
法
人

利
賀
ふ
る
さ
と
財
団
・
公
益
財
団
法
人

利
賀
村
農
業
公
社
合
併
契
約
調
印
式
」

が
開
催
さ
れ
、昨
年
7
月
の
合
併
検
討

協
議
会
設
置
か
ら
協
議
を
重
ね
、合
意

に
至
っ
た
契
約
書
に
、両
理
事
長
が
署

名
調
印
し
合
併
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。今
回
の
契
約
締
結
に
よ
り
、平
成
28

年
4
月
か
ら
一
般
財
団
法
人
利
賀
ふ
る

さ
と
財
団
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。契
約
締
結
を
見
守
っ
た
田
中
市
長

は「
利
賀
地
域
は
、演
劇
の
聖
地
で
あ
り
、

豊
富
な
山
林
と
田
畑
の
あ
る『
知
の
里
』。

農
林
業
と
観
光
の
振
興
は
、地
方
創
生

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、観
光
・
農

業
・
商
業
が
連
携
し
て
地
域
を
盛
り
上

げ
る
今
回
の
合
併
が
、『
知
の
里
』利
賀

の
新
た
な
ふ
る
里
づ
く
り
、地
域
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」

と
述
べ
、合
併
後
の
新
体
制
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

利
賀
ふ
る
さ
と
財
団・利
賀
村

�

農
業
公
社
合
併
契
約
調
印
式

�

12
月
24
日
㈭

市
道
東
上
理
休
線�

12
月
20
日
㈰

　
池
川
橋
完
成

　
福
野
庁
舎
で「
第
1
回
新
南
砺
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」が
開
催
さ

れ
、10
名
の
委
員
と
、田
中
市
長
、市
立
病
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
関
係
者
ら
が
出

席
。総
務
省
が
示
し
た「
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
基
づ
く「
新
南
砺
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
」の
策
定
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、新
た
に

「
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
役
割
の
明
確
化
」の
視

点
が
加
え
ら
れ
、公
・
民
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も

と
、地
域
に
必
要
な
医
療
体
制
を
確
保
し
、安
定
的
な

経
営
の
も
と
で
へ
き
地
・
不
採
算
医
療
や
高
度
・
先

進
的
医
療
を
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を
継
続
的
に
担

っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、新
南
砺
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
で
は
、今
後
4
回
に

わ
た
る
協
議
検
討
を
経
て
新
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

　
第
1
回
委
員
会
で
は
、委
員
長
に
南
砺
市
医
師
会
の

矢
島
眞
会
長
を
選
任
し
、市
自
治
振
興
会
連
合
会
の
島

田
勝
由
会
長
が
副
委
員
長
に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
回
新
南
砺
市
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会�

12
月
24
日
㈭

？？？

！
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め
で
た
く
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
5
名
の
み
な
さ
ん
に
市
・
県
か
ら
の
祝
い
状
と
記

念
品
の
聖
徳
太
子
二
歳
像
、め
で
た
い
節
目
を
寿
ぐ
花
束
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。今
後

も
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
竹
内
き
み
さ
ん

　（
福
野
、大
正
4
年
12
月
21
日
生
ま
れ
）

○
本
居
は
つ
さ
ん

　（
福
光
、大
正
5
年
1
月
6
日
生
ま
れ
）

○
龍
田
澄
子
さ
ん

　（
城
端
、大
正
5
年
1
月
8
日
生
ま
れ
）

○
竹
中
み
よ
子
さ
ん

　（
上
平
、大
正
5
年
1
月
3
日
生
ま
れ
）

○
齊
藤
文
子
さ
ん

　（
福
野
、大
正
5
年
1
月
9
日
生
ま
れ
）

ご
寄
附
感
謝
し
ま
す

●
東
日
本
大
震
災
義
援
金
へ

　（
Ｈ
27・12・１
～
12・31
受
付
分
ま
で
）

　
※
受
付
順

　（
日
本
赤
十
字
社
へ
の
義
援
金
を
除
く
）

　
認
定
こ
ど
も
園 

福
光
青
葉
幼
稚
園
　

　
　	

1
万
円

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

や
す
ら
ぎ
荘

	

　
2
，5
6
0
円

●
社
会
福
祉
費
へ

　
J
A
と
な
み
野
女
性
部

　（
部
長 
松
澤
景
子
）	

3
万
円

　
南
砺
市
井
波
赤
十
字
奉
仕
団

　（
委
員
長
　
武
田
東
洋
子
）	

3
万
円

●
福
野
行
政
セ
ン
タ
ー
へ

　
山
田
政
寛
さ
ん（
福
光
）	

門
松 

1
対

●
ふ
る
さ
と
寄
付
金

　
新
美
正
治
さ
ん（
愛
知
県
）	

1
万
円

　
加
藤
勝
蔵
さ
ん（
大
阪
府
）	

8
万
円

　
野
原
　
稔
さ
ん（
大
阪
府
）	

1
万
円

　
片
桐
弘
明
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
小
林
史
明
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
横
山
暁
彦
さ
ん（
東
京
都
）	

5
万
円

　
堀
江
行
一
さ
ん（
富
山
市
）	

10
万
円

　
和
田
真
一
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
仁
賀
和
彦
さ
ん（
滋
賀
県
）	

1
万
円

　
日
吉
和
久
さ
ん（
千
葉
県
）	

1
万
円

　
板
橋
　
司
さ
ん（
大
阪
府
）	

1
万
円

　
北
　
仁
志
さ
ん（
山
口
県
）	

1
万
円

　
田
井
孝
蔵
さ
ん（
埼
玉
県
）	

3
万
円

　
田
井
る
み
子
さ
ん（
埼
玉
県
）	

3
万
円

　
田
井
哲
也
さ
ん（
埼
玉
県
）	

3
万
円

　
田
井
慎
也
さ
ん（
埼
玉
県
）	

3
万
円

　
上
村
裕
美
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
野
田
和
雄
さ
ん（
大
阪
府
）	

1
万
円

　
西
村
嘉
泰
さ
ん（
神
奈
川
県
）	

3
万
円

　
村
西
美
子
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
千
葉
晶
子
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
古
田
裕
明
さ
ん（
千
葉
県
）	

1
万
円

　
横
山
正
利
さ
ん（
富
山
市
）	

1
万
円

　
野
原
哲
男
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
村
井
良
慶
さ
ん（
埼
玉
県
）	

1
万
円

　
吉
田
　
剛
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
北
島
信
一
さ
ん（
東
京
都
）	

5
万
円

　
立
野
義
明
さ
ん（
富
山
市
）	

3
万
円

　
繰
納
　
勉
さ
ん（
石
川
県
）　	

1
万
円

　
堀
地
ヒ
ロ
子
さ
ん（
千
葉
県
）	

2
万
円

　
谷
田
幸
行
さ
ん（
愛
知
県
）	

1
万
円

　
川
北
秀
人
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
塚
原
敏
江
さ
ん（
大
阪
府
）	

1
万
円

　
池
ヶ
谷
穣
次
さ
ん（
愛
知
県
）	

3
万
円

　
浅
井
太
朗
さ
ん（
静
岡
県
）	

1
万
円

　
石
井
　
隆
さ
ん（
埼
玉
県
）	

5
万
円

　
田
辺
朝
雄
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
権
藤
立
男
さ
ん（
東
京
都
）	

3
万
円

　
水
島
和
幸
さ
ん（
静
岡
県
）	

3
万
円

　
青
木
紫
乃
さ
ん（
東
京
都
）	

1
万
円

　
山
崎
充
嵩
さ
ん（
兵
庫
県
）	

3
万
円

　
鈴
木
蘭
美
さ
ん（
長
野
県
）	

1
万
円
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　観光列車「べるもんた」の本年初運行にあわせてJR
城端駅で「新春南砺さとやまるしぇ」が開催され、長楽寺
営農組合によるあたたかい「きのこ汁」の無料振る舞い
サービスや、市観光協会による「さとやまるしぇ」と題し
た南砺の特産品やお土産の販売、地元茶葉による無料の
お茶サービスなどで「べるもんた」乗客の皆さんをもてな
しました。富山干し柿や自家製天然酵母パン、地元野菜
のサンドウィッチ、かきやま、
こりもち、野生型エノキ
タケなど南砺自慢の
逸品がそろう「さとや
まるしぇ」は、今後
も毎週日曜日「べるも
んた」運行日にあわせ
て開催されます。

　井波総合文化センターで「平成28年南砺市消防出初
式」が開催されました。市内全域の消防団、南砺消防署
各署所、婦人防火クラブなど898名、車両17台が参集
し、さらに県消防防災ヘリ「とやま」も初めて参加しまし
た。雪化粧の山々を
背にした初放水（裸
放水）や一糸乱れぬ
勇壮な分列行進を
披露し、大勢の観客
に消防団の心意気
を示しました。

　ヘリオスに常設展示されている「福野夜高行燈」が改修され、真新しい極彩色の輝き
を放って来訪者の目を楽しませています。横町夜高保存会の皆さんが中心となり、10月
半ばから約2カ月にわたって和紙の張り替えや電球付け替え作業が行われました。真新
しく立派にお披露目された行燈は、土・日曜日のほか、ヘリオスでのイベント開催時にあ
わせて点灯されます。改修作業を終え再び鮮やかな彩りをまとった大行燈の姿は必見で
す。ぜひ足をお運びになりご鑑賞ください。

　利賀地域上村地区で、五穀豊穣や家内安全を祈願する
伝統の神事「初午」が行われました。子どもたちだけで
執り行われるこの伝統神事は、国選択無形
民俗文化財ならびに県無形民俗文化財
に指定されています。担い手不足が心配
される中、今回は地区外から担い手を
募ることで実施を継続。昨年より2名
多い8名の子どもたちが神主や午

うま
方
かた
な

どに扮して集落内を巡り、各戸に福を届
けてまわりました。

「べるもんた」運行日に
あわせてマルシェ開催

  1/10日

なんとのひろば
ヘリオスの｢大行燈｣を改修 12/22火

家々に福を呼び込む
伝統神事「利賀の初午」

1/11月㊗

初春に魅せる消防団の
心意気 1/9土
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